
 

 

 

 

 

 

  

                     地域医療連携室ほたる 室長 三原 一郎 

            日本は高齢化と人口減少という大きな課題を抱えています。現在、日本全体での 

          高齢化率（65歳以上の人口比率）は 27％（鶴岡市は 32％）ですが、高齢化率は 

          今後 40 年以上上昇を続け、2060 年には 40％程度になると予測されています。 

          これから 40 年以上人口は減り続け、一方で高齢化率は上昇を続けるというかつて 

          経験したことがない人口構造の中で、従来とは異なった社会の在り方を模索してい 

          かなくてはなりません。このような時代背景のなか、人と人とのつながりを再構築す

ることで、誰もが役割を持ち、お互い 

を認め合い・支え合うことで、孤立 

せずにその人らしい生活を送ることが 

できる「地域共生社会」が求められて 

います。地域医療連携室「ほたる」は、 

鶴岡市、三川町の委託を受け、「地域 

共生社会」を目指したさまざまな活動 

を行っていますが、地域に暮らす住民 

ひとりひとりが、自分事として積極的 

に地域に関わっていくことこそが重要 

です。 
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Net4U 利用者は？ 

現在のNet4Uを利用できる人は、医療関係者と一

部の介護サービス事業所です。利用希望者は、事務

局に利用申請書を提出して下さい。ID はあくまで

も一人 1 つとなっています。また、ID の申請は事

業所単位での申請になるため異動等があった際は、

ID の新規登録ならびに、退会申請をお願いします。 

 

導入の流れ？ 

事務局では、提出いただいた申請書の情報をサーバ

ー上に登録します。同時に、導入および操作説明の

ため事業所にご訪問させていただきます。Net4U

の導入と操作説明合わせて 30 分から 1 時間程度

のお時間をいただきます。 

 

セキュリティについて 

Net4U では、カルテはコンピュータで一括管理さ

れています。その内容を見ることができるのは、そ

の患者さんが受診する医療機関だけで、それ以外の

施設では見ることができない仕組みになっていま

す。（患者さんより他施設に情報共有を同意した場

合は別） 

 

Net4U とは？ 

コンピューターネットワークを利用して、患者さん

が通院しているそれぞれの医療機関の間で診療情

報を共有するものです。この仕組みを利用すること

で、他の医療機関で受けた検査や処方された薬など

を参考にした診察が行われ、患者さんはより安心し

て医療を受けることができるようになります。 

 

総務省ホームページから引用 

地域共生社会 



一般社団法人鶴岡地区医師会 地域医療連携室ほたる 

〒997-0035 鶴岡市馬場町 1-34 

TEL：0235-29-3021  FAX：0235-29-3022 

ほたるホームページ http://www.tsuruoka-hotaru.net/ 

ほたる Facebook  https://www.facebook.com/hotaru.tsuruoka 

 

 

 

 

ほたるのホームページでは、医療機関、歯科、薬局の

お盆や年末年始中の営業状況を掲載しています。お盆

や年末年始などまとまったお休みの際は、ほたるのホ

ームページで営業状況をチェックしてみてください。

お盆の営業状況は、『お知らせ』に 8月上旬頃掲載い

たします。 

 

                              

                              

                              

                             

                        

                                  

 

『令和元年度 

   第 1回鶴岡市医療と介護の連携研修会』 

日 時：令和元年 8 月 29 日（木）18：45～20：45 

場 所：鶴岡市先端研究産業支援センター 

    レクチャーホール  

内 容：講義＆グループワーク 

テーマ：「認知症の方の支援（若年層も含む）」 

    ～退院から在宅への連携が途切れず本人・家族 

    が不安なく過ごせるように～                        

※詳細についてはほたる HP にも掲載しておりますので

そちらをご覧ください。 

                              

                              

                             

                        

 

 

 

令和元年 7月 9 日（火）荘内病院講堂にて、今年度 2 回目の地域連携パス推進協議会全体会が行われま

した。大腸がんパスの ICT 化キックオフを中心に、大腿骨近位部骨折地域連携パス

のトピックス、脳卒中地域連携パスのトピックスの発表が行われ

ました。大腸がんパスのキックオフでは荘内病院坂本先生を中心

にがんパスの内容について、ICT 化によるメリット、運用方法が

示されました。質疑応答では、活発に意見等が出されました。ま

た他のパスについても理解を深められた会となりました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 7 月 19 日（金）にこ・ふるにて、薬剤師会・訪

問介護事業所・居宅介護支援事業所との意見交換会

が行われました。平成 26 年度から続くこの会は今

回で 6回目となり、今回は初めて訪問介護員のみな

さんに参加いただき 3 職種での会となりました。 

 始めに、在宅支援サービス澄花の児玉さんより 

「ヘルパーから見た薬の課題と薬剤師との連携」、篠

田訪問薬局篠田さんより「薬剤師の在宅療養支援

2019」という題でミニレクチャーを行っていただ

きました。その後、グループ毎に情報・意見交換を

行いました。アンケートでは、訪問介護員からは薬

剤師さんと関わる事はなかなかないので薬について

情報交換できてよかった。また、薬剤師からは職種

毎に日頃思っている疑問を出し合い共有できた。ケ

アマネからは、ヘルパーさんの困りごとが聞けたの

でよかったとの声が聞けました。 

 

 

                              

                              

                              

                             

                        

◎営業状況について 

http://www.tsuruoka-hotaru.net/
https://www.facebook.com/hotaru.tsuruoka/?ref=bookmarks

